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 １０月末、奥武蔵・武甲山（ １２９５㍍）

に 登 っ た 。 秩 父 正 面 か ら 見 て 石 灰 石 の 乱 掘

で 大 き く 削 ら れ た 山 肌 が 痛 ま し い 限 り だ が 、

か っ て 江 戸 期 の 絵 師 ・ 谷 文 兆 の 「 日 本 名 山

図会」にも登場した秩父屈指の名山である。 

朝 ８時 半 、

西 部 秩 父

線 横 瀬 駅

か ら 表 参

道 の 生 川

に 向 か っ

て 歩 き 始

めた。３０

分 程 歩 い た 頃 に 、 後 か ら 来 た 中 年 男 性 の 車

に 声 を か け ら れ 、 有 難 く 生 川 集 落 ま で 同 乗

させてもらった。１時間余の大モウケ。  

 時 間 の 余 裕 が 出 来 た の で 、 先 に 小 持 山 の

紅 葉 見 物 に 回 る こ と に し た 。 表 参 道 の 途 中

か ら 左 に 入 り シ ラ ジ ク ボ に 向 か う 。 森 閑 と

した杉林の中のジグザグ登りで、１０時半

シ ラ ジ ク ボ の 鞍 部 に 飛 び 出 し た 。 こ こ に 荷

物 を デ ポ し て 小 持 山 を 往 復 す る 。 小 持 山 は

登 る に つ れ て 鮮 や か な 紅 葉 が 増 え て く る 。

１ １ 時 ２ ０ 分 小 持 山 。 山 頂 を 埋 め 尽 く す 紅

葉 は 正 に 錦 秋 。 紅 葉 を 纏 っ た 武 甲 山 の 壮 大

な 眺 め も ま た 格 別 の 趣 き 。 １ ２ 時 シ ラ ジ ク

ボに 帰 り着 い て 昼 食

休憩 後 、武 甲 山 に 向

かっ た 。伐 開 し た 明

るい 尾 根筋 の 登 り を

４５ 分 程で 表 参 道 と

合流 し 、御 嶽 神 社 の

社前 に 出る 。 神 社 の

裏手を上がって、  

１３ 時 １５ 分 山 頂 展

望台 到 着。 山 頂 か ら

見下 ろ す巨 大 な 石 灰

採掘 場 の広 が り に は

唖然 と する ば か り 。

採石 作 業車 が ケ シ 粒

のよ う に小 さ く 見 え

る。 山 頂広 場 に は 立

派な 円 形の 標 定 盤 も

ある が 、眺 望 は 残 念

なが ら もう モ ヤ っ て

いた。  

 下 山 は浦 山 口 へ 向

かう 。 先程 の 表 参 道

合流 点 まで 戻 る と ベ

ン チ が あ り 、 紅 葉 に 包 ま れ た 大 持 山 ・ 小 持

山の華麗な装いが手に取るように見えた。  

 長 者 屋 敷 ノ 頭 を 過 ぎ て １ 時 間 程 は の ん び

り し た 下 り 。 し か し 尾 根 の 末 端 か ら は 、 橋

立沢 に 向か い 高 低 差

約５ ０ ０㍍ の 大 下 降

が待 っ てい た 。 膝 が

ガク ガ クに な っ て １

４時 半 、や っ と 橋 立

沢の林道に出た。  

 後 は車道をテクテ

ク歩き途中、二十八

番札所の橋立寺と橋

立鍾乳洞を見物した

りして午後４時、浦

山口駅にたどり着いた。  

武 甲 山－紅葉を求めて－ 

武 甲 山 ( ｼﾗ ｼﾞ ｸﾎ ﾞか ら )  

痛 ま し い 武 甲 山 (横 瀬 か ら )  

小 持 山 の 紅 葉  

神 社 裏 の 紅 葉  

橋 立 鍾 乳 洞  

御 嶽 神 社  


